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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外枠と、前記外枠内に防振支持した水受け槽と、前記水受け槽内に回転自在に配設した
洗濯兼脱水槽と、前記洗濯兼脱水槽を回転させる駆動手段と、風呂水などを吸水し前記洗
濯兼脱水槽内に給水するポンプと、洗い、すすぎ、脱水の各行程を逐次制御する制御手段
とを備え、前記制御手段は、すすぎ行程にて、前記ポンプを動作させながら前記駆動手段
を動作させ前記洗濯兼脱水槽を回転させる間欠脱水動作を行うようにし、洗い行程を行う
ことなくすすぎ行程から運転を開始して行う前記間欠脱水動作の時間が、洗い行程から運
転を開始し前記ポンプを動作させて洗い行程を行った後すすぎ行程にて行う前記間欠脱水
動作の時間よりも、所定の時間長くなるように構成した洗濯機。
【請求項２】
　商用電源の電圧を検知する電圧検知手段を備え、制御手段は、間欠脱水動作の時間を前
記電圧検知手段が検知した電圧に応じて加減するように構成した請求項１記載の洗濯機。
【請求項３】
　洗濯兼脱水槽内の洗濯水の水位を検知する水位検知手段と、給水行程時に前記水位検知
手段が所定水位を検知するまでに要した時間を記憶する記憶手段とを備え、制御手段は、
間欠脱水動作の時間を前記記憶手段に記憶した時間に応じて加減するように構成した請求
項１記載の洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
　本発明は、風呂の残り湯水を洗濯水として吸水するポンプを有する洗濯機に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、すすぎ行程の間欠脱水時において、脱水動作をさせながら風呂の残り湯水をポン
プにより汲み上げて給水を行うことにより、短時間にすすぎ性能を確保しつつも湯水の再
利用を図る機能を備えた洗濯機が提案されている。
【０００３】
　従来、この種の洗濯機は図２２および図２３に示すように構成していた。以下、その構
成について説明する。
【０００４】
　図２２に示すように、洗濯兼脱水槽１は中央底部にパルセータ２を回転自在に配設して
いる。水槽３は洗濯兼脱水槽１を内包し、外底部に基板４を固着してモータ５、排水弁６
、洗濯兼脱水切替機構７などを配設している。基板４の外底部は防振装置８、吊り棒９を
介して外枠１０の上部角隅より垂下支持されている。外枠１０の上部には上部カバー１１
を設け、給水弁１２、ポンプ１３、制御装置１４などを配設している。
【０００５】
　制御装置１４は、図２３に示すように、マイクロコンピュータよりなる制御手段１５と
、制御手段１５からの信号によりモータ５、排水弁６、給水弁１２、ポンプ１３などを制
御するパワースイッチング手段１６と、操作パネル１８内に配設したスイッチ入力手段１
９と、表示手段２０と、電源スイッチ２１と、水位検知手段２２などで構成している。な
お、２３は商用電源、２４はモータ５の進相コンデンサである。
【０００６】
　上記構成において動作を説明すると、電源スイッチ２１にて電源投入後、スイッチ入力
手段１９にて、水位、洗い時間、すすぎ回数、脱水時間、および、洗濯行程またはすすぎ
行程の給水時にポンプ１３による吸水を行うか否かを設定する。
【０００７】
　プログラムシーケンスを開始すると、ポンプ１３による吸水を設定している場合、洗い
行程の給水行程にて、制御手段１５はポンプ１３を動作させて吸水を行い、パルセータ２
にて洗い動作を行い、これを終えるとすすぎ行程に移行する。
【０００８】
　プログラムシーケンス開始直後のポンプ１３による吸水開始時は、ポンプ１３から風呂
までの吸水経路（吸水ホース）内には水が満たされていないので、実際に洗濯兼脱水槽１
へ風呂水の残り湯水が給水されるまでには少々時間を要する。
【０００９】
　つぎに、図２４に示すように、すすぎ行程を開始すると、ステップ４０にて洗濯兼脱水
槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行い、ステップ４２およびス
テップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し、ステップ４４にて所定の
時間（ここでは３０秒間）が経過するまでポンプ１３による吸水をしながら間欠脱水を行
い、その後ステップ４５および４６にてポンプ１３を停止して間欠脱水を終了し、ステッ
プ４７にて再度短時間の脱水を行い、ステップ４８にて（最終すすぎのため）水道水を給
水し、ステップ４９にてためすすぎを行い、すすぎ行程を終了する。
【００１０】
　すすぎ行程におけるポンプ１３による吸水開始時には、ポンプ１３から風呂までの吸水
経路（吸水ホース）内には十分に水が満たされており、まもなく洗濯兼脱水槽１へ風呂水
の残り湯水が給水される。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上記従来の構成では、使用者がスイッチ入力手段１９にて、洗い行程を



(3) JP 4134443 B2 2008.8.20

10

20

30

40

50

設定せずに、すすぎ行程からプログラムシーケンスを開始するように設定し、かつ、すす
ぎ行程にて、ポンプ１３による吸水を行うよう設定した場合、すすぎ行程におけるポンプ
１３の吸水開始時には、ポンプ１３から風呂までの吸水経路（吸水ホース）内には水が満
たされていないので、実際に洗濯兼脱水槽１へ風呂水の残り湯水が給水されるまでには少
々時間がかかる。
【００１２】
　反面、間欠脱水を行いながら、風呂水の残り湯水を洗濯兼脱水槽１内に給水する時間は
、洗い行程の有無に関係なく一定の時間としているため、場合によっては、風呂水の残り
湯水が洗濯兼脱水槽１内に給水される前に間欠脱水が終了するなど、すすぎ性能を確保す
ることができないという問題を有していた。
【００１３】
　本発明は上記従来の課題を解決するもので、洗い行程を設定せず、かつ、すすぎ行程に
てポンプによる吸水を行うよう設定した場合においても、すすぎ性能を確保することを目
的としている。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するために、外枠内に防振支持した水受け槽内に洗濯兼脱水槽
を回転自在に配設し、洗濯兼脱水槽を駆動手段により回転させ、ポンプにより風呂水など
を吸水し洗濯兼脱水槽内に給水するよう構成し、制御手段は、洗い、すすぎ、脱水の各行
程を逐次制御するとともに、すすぎ行程にて、ポンプを動作させながら駆動手段を動作さ
せ洗濯兼脱水槽を回転させる間欠脱水動作を行うようにし、洗い行程を行うことなくすす
ぎ行程から運転を開始して行う間欠脱水動作の時間が、洗い行程から運転を開始しポンプ
を動作させて洗い行程を行った後すすぎ行程にて行う間欠脱水動作の時間よりも、所定の
時間長くなるように構成したものである。
【００１５】
　これにより、洗い行程を設定せず、かつ、すすぎ行程にてポンプによる吸水を行うよう
設定した場合においても、すすぎ行程のポンプによる給水を行いながら間欠脱水動作を行
う時間を洗い行程を行った後行うすすぎ行程の間欠脱水動作の時間を長くすることにより
、すすぎ性能を確保することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、外枠と、前記外枠内に防振支持した水受け槽と、前
記水受け槽内に回転自在に配設した洗濯兼脱水槽と、前記洗濯兼脱水槽を回転させる駆動
手段と、風呂水などを吸水し前記洗濯兼脱水槽内に給水するポンプと、洗い、すすぎ、脱
水の各行程を逐次制御する制御手段とを備え、前記制御手段は、すすぎ行程にて、前記ポ
ンプを動作させながら前記駆動手段を動作させ前記洗濯兼脱水槽を回転させる間欠脱水動
作を行うようにし、洗い行程を行うことなくすすぎ行程から運転を開始して行う前記間欠
脱水動作の時間が、洗い行程から運転を開始し前記ポンプを動作させて洗い行程を行った
後すすぎ行程にて行う前記間欠脱水動作の時間よりも、所定の時間長くなるように構成し
たものであり、洗い行程を設定せず、かつ、すすぎ行程の給水時にポンプによる吸水を設
定した場合においても、すすぎ行程のポンプによる給水を行いながら間欠脱水動作を行う
時間を洗い行程を行った後行うすすぎ行程の間欠脱水動作の時間を長くすることにより、
ポンプから風呂までの吸水経路内に水が満たされるまでの時間間欠脱水時間を延長できる
ので、十分なすすぎ性能を確保することができる。
【００１７】
　請求項２に記載の発明は、上記請求項１に記載の発明において、商用電源の電圧を検知
する電圧検知手段を備え、制御手段は、間欠脱水動作の時間を前記電圧検知手段が検知し
た電圧に応じて加減するように構成したものであり、商用電源の電圧の違いからポンプの
吸水能力が異なる場合においても、電圧に応じた時間の間欠脱水動作を行うため充分なす
すぎ性能を確保することができる。
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【００１８】
　請求項３に記載の発明は、上記請求項１に記載の発明において、洗濯兼脱水槽内の洗濯
水の水位を検知する水位検知手段と、給水行程時に前記水位検知手段が所定水位を検知す
るまでに要した時間を記憶する記憶手段とを備え、制御手段は、間欠脱水動作の時間を前
記記憶手段に記憶した時間に応じて加減するように構成したものであり、ポンプの吸水能
力のばらつきに応じた時間の間欠脱水動作を行うため、充分なすすぎ性能を確保すること
ができる。
【００１９】
　
【実施例】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。なお、上記従来例と同
じ構成のものは同一符号を付して説明を省略する。
【００２０】
　（実施例１）
　図１および図２に示すように、制御装置１４ａは、マイクロコンピュータよりなる制御
手段２５を有しており、この制御手段２５は、洗い、すすぎ、脱水の各行程を逐次制御す
るとともに、すすぎ行程時の給水にポンプ１３を動作するよう設定し、かつ、すすぎ行程
より動作を開始する場合、洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水の時間に所
定の時間を加減算した間欠脱水時間だけ、モータ（駆動手段）６を動作させながらポンプ
１３を動作するように構成している。他の構成は従来例と同じである。
【００２１】
　上記構成において図３を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ステ
ップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行い
、ステップ４２および４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し、ステップ
５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ５１にて、
洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水時間３０秒に比べて１５秒長い４５秒
間だけポンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００２２】
　つまり、プログラムシーケンスの設定にて、洗い行程を設定していない場合、すすぎ行
程にて初めてポンプ１３を使用することになり、このとき、ポンプ１３から風呂までの吸
水経路（吸水ホース）内には水が満たされていないので、制御手段２５よりポンプ１３へ
吸水を指示しても実際に洗濯兼脱水槽１へ風呂水の残り湯水が給水されるまでには少々時
間を要するため、この場合、ポンプ１３から風呂までの吸水経路（吸水ホース）内に水が
満たされるまでの時間（ここでは１５秒間）間欠脱水時間を延長することにより、洗い行
程を設定した場合と同様のすすぎ性能を確保することができる。
【００２３】
　なお、以上の説明では、間欠脱水の時間を具体的に示したが、これは特に本手段を限定
するものではない。
【００２４】
　また、以上の説明では、具体的な例として、洗い行程の設定の有無を間欠脱水の時間延
長の判断材料としているが、判断の基準は、すすぎ行程にて（プログラムシーケンス開始
後）初めてポンプ１３を使用するかどうかという点であり、洗い行程が設定された場合で
も、洗い行程にてポンプ１３を使用しないよう設定した場合も、洗い行程が設定されなか
った場合と同様に、間欠脱水の時間延長を行ってもよい。
【００２５】
　（実施例２）
　図４に示すように、制御装置１４ｂは、マイクロコンピュータよりなる制御手段２６を
有しており、電圧検知手段２７は商用電源２３の電圧を検知するものであり、制御手段２
６は、常に電圧検知手段２７より商用電源２３の電圧を把握しており、電圧検知手段２７
より検知した電源電圧に基づき求めた所定時間を、洗い行程にてポンプ１３を使用する場
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合の間欠脱水の時間に加減算した間欠脱水時間だけ、モータ５を動作させながらポンプ１
３を動作するように構成している。他の構成は上記実施例１と同じであり、同一符号を付
して説明を省略する。
【００２６】
　上記構成において図５を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ステ
ップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行い
、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始する
。
【００２７】
　ステップ５０にて、スイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステッ
プ５２にて電圧検知手段２７にて電源電圧を検知し、ステップ５３にて検知した電圧の値
が９０Ｖ以上の場合、ステップ５１ａにて洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠
脱水時間３０秒に比べて１５秒長い４５秒間だけポンプ１３による吸水を行いながら間欠
脱水を行う。
【００２８】
　一方、ステップ５３にて検知した電圧の値が９０Ｖ未満の場合、ステップ５１ｂにて洗
い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水時間３０秒に比べて３０秒長い１分間だ
けポンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００２９】
　つまり、使用する商用電源２３の電圧が９０Ｖ未満と低い場合、ポンプ１３の吸水能力
が低下するため、プログラムシーケンス開始後、初めてポンプ１３を使用する場合、ポン
プ１３から風呂までの吸水経路（吸水ホース）内に水が満たされるまでの時間（ここでは
１５秒間）に更に電圧の低下に相当する時間（ここでは更に１５秒間）を加算した時間だ
け間欠脱水時間を延長することにより、洗い行程を設定した場合と同様のすすぎ性能を確
保することができる。
【００３０】
　なお、以上の説明では、低電圧を判断する電圧の値を具体的に示したが、これは特に本
手段を限定するものではない。
【００３１】
　（実施例３）
　図４に示す制御手段２６は、電圧検知手段２７より検知した電源電圧が予め設定した所
定範囲をこえる場合、洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水の時間に、一義
的に決定した所定時間を加減算した間欠脱水時間だけ、モータ５を動作させながらポンプ
１３を動作するように構成している。他の構成は上記実施例１または２と同じであり、同
一符号を付して説明を省略する。
【００３２】
　上記構成において図６を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ステ
ップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行い
、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し、
ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ５
２にて電圧検知手段２７にて電源電圧を検知する。
【００３３】
　ステップ５４ａおよびステップ５４ｂにて検知した電圧の値が９０Ｖ未満あるいは１１
５Ｖ以上の場合、ステップ５１ｂにて一義的に決定した時間（この場合１分間）だけポン
プ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００３４】
　つまり、使用する商用電源の電圧が９０Ｖ未満あるいは１１５Ｖ以上という極端な値を
検知した場合、瞬時停電やノイズなどの要因で正確に商用電源の電圧を検知することがで
きないと判断し、たとえ電源電圧が著しく低下したとしても十分にポンプ１３による吸水
を可能にする時間（ここでは１分間）だけ間欠脱水を行うことにより、洗い行程を設定し
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た場合と同様のすすぎ性能を確保することができる。
【００３５】
　なお、以上の説明では、電源電圧の範囲外を判断する電圧の値を具体的に示したが、こ
れは特に本手段を限定するものではない。
【００３６】
　（実施例４）
　図７に示すように、制御装置１４ｃは、マイクロコンピュータよりなる制御手段２８を
有しており、電圧検知手段２７は商用電源２３の電圧を検知するものであり、記憶手段２
９は、商用電源２３の電圧を記憶するものである。制御手段２８は、記憶手段２９に記憶
した電圧の平均値を真の電源の電圧とし、この電源電圧に基づき求めた所定時間を、洗い
行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水の時間に加減算した間欠脱水時間だけ、モ
ータ５を動作させながらポンプ１３を動作するように構成している。他の構成は上記実施
例１と同じであり、同一符号を付して説明を省略する。
【００３７】
　上記構成において図８を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ステ
ップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行い
、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し、
ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ５
２にて電圧検知手段２７にて電源電圧を検知し、ステップ５５にて記憶手段２９より前回
の電源電圧の値を呼び出し、ステップ５６にて前回の電源電圧の値と今回検知した電源電
圧の値より平均値を算出して、これを今回の電源電圧の値として更新し、ステップ５７に
てこの更新した電源電圧の値を記憶手段２９に記憶する。
【００３８】
　以下の処理は、上記実施例２と同じなので説明を省略するが、これにより、商用電源２
３の電圧のばらつきが大きい場合においても、安定して電源電圧を検知することができ、
電圧に応じての間欠脱水時間を延長するため、充分なすすぎ性能を確保することができる
。
【００３９】
　なお、以上の説明では、電源電圧の平均値を真の電源電圧として検知する方法を具体的
に述べたが、一番検知度合いの高い電源電圧値を真の電源電圧値としてもよい。
【００４０】
　（実施例５）
　図９に示すように、制御装置１４ｄは、マイクロコンピュータよりなる制御手段３０を
有しており、周波数検知手段３１は、商用電源２３の周波数を検知するものである。制御
手段３０は、常に電源周波数検知手段３１より商用電源２３の周波数を把握しており、周
波数検知手段３１より検知した電源周波数に基づき求めた所定時間を、洗い行程にてポン
プ１３を使用する場合の間欠脱水の時間に加減算した間欠脱水時間だけ、モータ５を動作
させながらポンプ１３を動作するように構成している。他の構成は上記実施例１と同じで
あり、同一符号を付して説明を省略する。
【００４１】
　上記構成において図１０を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ス
テップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行
い、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し
、ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ
５８にて周波数検知手段３１にて電源周波数を検知する。
【００４２】
　ステップ５９にて検知した周波数の値が５５Ｈｚ以上の場合、ステップ５１ａにて洗い
行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水時間３０秒に比べて１５秒長い４５秒間だ
けポンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００４３】
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　一方、ステップ５９にて検知した周波数の値が５５Ｈｚ未満の場合、ステップ５１ｂに
て洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水時間３０秒に比べて３０秒長い１分
間だけポンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００４４】
　つまり、使用する商用電源２３の周波数が関東以北のように５０Ｈｚの場合、ポンプ１
３の吸水能力が低下するため、プログラムシーケンス開始後、初めてポンプ１３を使用す
る場合、ポンプ１３から風呂までの吸水経路（吸水ホース）内に水が満たされるまでの時
間（ここでは１５秒間）に更に所定の時間（ここでは更に１５秒間）を加算した時間だけ
間欠脱水時間を延長することにより、洗い行程を設定した場合と同様のすすぎ性能を確保
することができる。
【００４５】
　なお、以上の説明では、地域別の周波数を判断する周波数のしきい値を具体的に示した
が、これは特に本手段を限定するものではない。
【００４６】
　（実施例６）
　図９に示す制御手段３０は、周波数検知手段３１より検知した電源周波数が予め設定し
た所定範囲をこえる場合、洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水の時間に、
一義的に決定した所定時間を加減算した間欠脱水時間だけ、モータ５を動作させながらポ
ンプを１３動作するように構成している。他の構成は上記実施例１または５と同じであり
、同一符号を付して説明を省略する。
【００４７】
　上記構成において図１１を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ス
テップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行
い、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し
、ステップ５０にて使用者がスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、
ステップ５８にて電源周波数検知手段３０にて電源周波数を検知する。
【００４８】
　ステップ６０ａおよびステップ６０ｂにて検知した周波数の値が４０Ｈｚ未満あるいは
７０Ｈｚ以上の場合、ステップ５１ｂにて一義的に決定した時間（この場合１分間）だけ
ポンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００４９】
　つまり、使用する商用電源２３の周波数が４０Ｈｚ未満あるいは７０Ｈｚ以上という極
端な値を検知した場合、瞬時停電やノイズなどの要因で正確に商用電源２３の周波数を検
知することができないと判断し、たとえ電源周波数が著しく低下したとしても、十分にポ
ンプ１３による吸水を可能にする時間（ここでは１分間）だけ間欠脱水を行うことにより
、洗い行程を設定した場合と同様のすすぎ性能を確保することができる。
【００５０】
　なお、以上の説明では、電源周波数の範囲外を判断する周波数のしきい値を具体的に示
したが、これは特に本手段を限定するものではない。
【００５１】
　（実施例７）
　図１２に示すように、制御装置１４ｅは、マイクロコンピュータよりなる制御手段３２
を有しており、周波数検知手段３１は、商用電源２３の周波数を検知するものであり、記
憶手段３３は商用電源２３の周波数を記憶するものである。制御手段３２は、記憶手段３
３に記憶した周波数の平均値を真の電源の周波数とし、この電源周波数に基づき求めた所
定時間を、洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水の時間に加減算した間欠脱
水時間だけ、モータ５を動作させながらポンプ１３を動作するように構成している。他の
構成は上記実施例１と同じであり、同一符号を付して説明を省略する。
【００５２】
　上記構成において図１３を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ス
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テップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行
い、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し
、ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ
５８にて電源周波数検知手段３０にて電源周波数を検知する。
【００５３】
　ステップ６１にて記憶手段３３より前回の電源周波数の値を呼び出し、ステップ６２に
て前回の電源周波数の値と今回検知した電源周波数の値より平均値を算出して、これを今
回の電源周波数の値として更新し、ステップ６３にてこの更新した電源周波数の値を記憶
手段３３に記憶する。
【００５４】
　以下の処理は、上記実施例５と同じなので説明を省略するが、これにより、商用電源２
３の周波数のばらつきが大きい場合においても、安定して電源周波数を検知することがで
き、周波数に応じての間欠脱水時間を延長するため充分なすすぎ性能を確保することがで
きる。
【００５５】
　なお、以上の説明では、電源周波数の平均値を真の電源周波数として検知する方法を具
体的に述べたが、一番検知度合いの高い電源周波数値を真の電源周波数値としてもよい。
【００５６】
　（実施例８）
　図１４に示すように、制御装置１４ｆは、マイクロコンピュータよりなる制御手段３４
を有しており、吸水流量検知手段３５は、給水行程においてポンプ１３による吸水を行う
際に、水位検知手段２２が空の状態から少量水位を検知するまでの時間ｔを検知する。ま
た、記憶手段３６は、吸水流量検知手段３５にて検知した時間ｔを記憶する。
【００５７】
　制御手段３４は、記憶手段３６より記憶した時間に基づき求めた所定時間を、洗い行程
にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水の時間に加減算した間欠脱水時間だけ、モータ
５を動作させながらポンプ１３を動作するように構成している。他の構成は上記実施例１
と同じであり、同一符号を付して説明を省略する。
【００５８】
　上記構成において図１５を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ス
テップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行
い、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し
、ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ
６４にて記憶手段３６により吸水流量検知手段３５によりポンプ１３の給水に要した時間
ｔを検知する。
【００５９】
　ステップ６５にて検知した時間ｔが４分以内である場合、ステップ５１ａにて洗い行程
にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水時間３０秒に比べて１５秒長い４５秒間だけポ
ンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００６０】
　一方、ステップ６５にて検知した時間ｔが４分をこえる場合、ステップ５１ｂにて洗い
行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水時間３０秒に比べて３０秒長い１分間だけ
ポンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００６１】
　つまり、使用するポンプ１３の単位あたりの吸水量が少ない場合で、プログラムシーケ
ンス開始後、初めてポンプ１３を使用する場合、ポンプ１３から風呂までの吸水経路（吸
水ホース）内に水が満たされるまでの時間（ここでは１５秒間）に更に所定の時間（ここ
では更に１５秒間）を加算した時間だけ間欠脱水時間を延長することにより、意図した水
量をポンプ１３にて吸水することができ、ひいては、洗い行程を設定した場合と同様のす
すぎ性能を確保することができる。
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【００６２】
　（実施例９）
　図１４に示す制御手段３４は、記憶手段３６より記憶した時間に基づき求めた所定時間
が予め設定した所定範囲をこえる場合、洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱
水の時間に、一義的に決定した所定時間を加減算した間欠脱水時間だけ、モータ５を動作
させながらポンプ１３を動作するように構成している。他の構成は上記実施例１または８
と同じであり、同一符号を付して説明を省略する。
【００６３】
　上記構成において図１６を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ス
テップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行
い、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し
、ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ
６４にて吸水流量検知手段３４にてポンプ１３の給水に要した時間ｔを検知し、ステップ
６６にて検知した時間ｔが１０分以上の場合、ステップ５１ｃにて一義的に決定した時間
（この場合２分間）だけポンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００６４】
　つまり、ポンプ１３にて吸水を行いながら吸水流量検知手段３５がポンプ１３の吸水に
要する時間を測定している最中に使用者が吸水の一時停止をおこなったりするなどして、
正確にポンプ１３の吸水時間を測定できない場合にも、たとえポンプ１３の吸水能力が低
下したとしても十分にポンプ１３による吸水を可能にする時間（ここでは２分間）だけ間
欠脱水を行うことにより、洗い行程を設定した場合と同様のすすぎ性能を確保することが
できる。
【００６５】
　なお、以上の説明では、ポンプ１３の給水に要した時間ｔが範囲外であると判断する時
間のしきい値を具体的に示したが、これは特に本手段を限定するものではない。
【００６６】
　（実施例１０）
　図１４に示す制御手段３４は、記憶手段３６より記憶した時間に基づき求めた所定時間
が予め設定した所定範囲をこえる場合、洗い行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱
水の時間に、一義的に決定した所定時間を加減算した間欠脱水時間だけ、モータ５を動作
させながら給水弁１２を動作するように構成している。他の構成は上記実施例１または８
と同じであり、同一符号を付して説明を省略する。
【００６７】
　上記構成において図１７を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ス
テップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行
い、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し
、ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ
６４にて吸水流量検知手段３５にてポンプ１３の給水に要した時間ｔを検知する。
【００６８】
　ステップ６５にて検知した時間ｔが４分以上の場合、ステップ６７にてポンプ１３の吸
水を終了し、ステップ６８にて給水弁１２を動作させ水道水を洗濯兼脱水槽１内に給水し
ながら、ステップ６９にて２５秒間だけ間欠脱水を行い、ステップ７０にて給水弁１２を
停止する。
【００６９】
　つまり、ポンプ１３の吸水経路にごみが詰まるなどして吸水能力が低下した場合におい
ても、すみやかに水道水に切り換えて、短時間のすすぎを行うことが可能であり、すすぎ
性能を確保することができる。
【００７０】
　なお、以上の説明では、ポンプ１３の吸水能力が低下したと判断する時間のしきい値を
具体的に示したが、これは特に本手段を限定するものではない。
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【００７１】
　（実施例１１）
　図１８に示すように、制御装置１４ｇは、マイクロコンピュータよりなる制御手段３７
を有しており、吸水流量検知手段３５は、給水行程においてポンプ１３による吸水を行う
際に、水位検知手段２２が空の状態から少量水位を検知するまでの時間ｔを検知する。ま
た、記憶手段３６は、吸水流量検知手段３４にて検知した時間ｔを記憶する。
【００７２】
　制御手段３７は、記憶手段３６に記憶した時間の平均値を真の単位水量を給水するのに
要した時間とし、この時間に基づき求めた所定時間を、洗い行程にてポンプ１３を使用す
る場合の間欠脱水の時間に加減算した間欠脱水時間だけ、モータ５を動作させながらポン
プ１３を動作するように構成している。他の構成は上記実施例１または８と同じであり、
同一符号を付して説明を省略する。
【００７３】
　上記構成において図１９を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ス
テップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行
い、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し
、ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ
６４にて吸水流量検知手段３５にてポンプ１３の給水に要した時間ｔを検知する。
【００７４】
　ステップ７１にて記憶手段３６より前回の給水に要した時間ｔ’を呼び出し、ステップ
７２にて前回の給水に要した時間ｔ’と今回検知した給水に要した時間ｔより平均値を算
出して、これを今回の給水に要した時間ｔとして更新し、ステップ７３にてこの更新した
給水に要した時間ｔを記憶手段３６に記憶する。
【００７５】
　以下の処理は、上記実施例８と同じなので説明を省略するが、これにより、ポンプ１３
の吸水能力のばらつきが大きい場合においても、安定して吸水に要する時間ｔを検知する
ことができ、ポンプ１３の吸水能力に応じての間欠脱水時間を延長するため充分なすすぎ
性能を確保することができる。
【００７６】
　なお、以上の説明では、給水に要する時間ｔの平均値を真の給水に要する時間として検
知する方法を具体的に述べたが、一番検知度合いの高い給水に要する時間を真の給水に要
する時間としてもよい。
【００７７】
　（実施例１２）
　図２０に示すように、制御装置１４ｈは、マイクロコンピュータよりなる制御手段３８
を有しており、使用回数記憶手段３９は、プログラムシーケンスを終了するタイミングで
運転回数を加算し、機器の使用回数を記憶するものである。制御手段は、使用回数記憶手
段３９に記憶した使用回数に基づき求めた所定時間を、洗い行程にてポンプ１３を使用す
る場合の間欠脱水の時間に加減算した間欠脱水時間だけ、モータ５を動作させながらポン
プ１３を動作するように構成している。他の構成は上記実施例１と同じであり、同一符号
を付して説明を省略する。
【００７８】
　上記構成において図２１を参照しながら動作を説明する。すすぎ行程を開始すると、ス
テップ４０にて洗濯兼脱水槽１内の洗濯水を排水し、ステップ４１にて短時間の脱水を行
い、ステップ４２およびステップ４３にてポンプ１３を動作させながら間欠脱水を開始し
、ステップ５０にてスイッチ入力手段１９にて洗い行程を設定しなかった場合、ステップ
７４にて使用回数記憶手段３９により機器の運転回数ｎを呼び出し、ステップ７５にて運
転回数ｎが１００回以内である場合、ステップ５１ａにて洗い行程にてポンプ１３を使用
する場合の間欠脱水時間３０秒に比べて１５秒長い４５秒間だけポンプ１３による吸水を
行いながら間欠脱水を行う。
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【００７９】
　一方、ステップ７５にて運転回数ｎが１００回をこえる場合、ステップ５１ｂにて洗い
行程にてポンプ１３を使用する場合の間欠脱水時間３０秒に比べて３０秒長い１分間だけ
ポンプ１３による吸水を行いながら間欠脱水を行う。
【００８０】
　つまり、経年変化によるポンプ１３の劣化から、ポンプ１３の吸水能力が低下した場合
においても、間欠脱水の時間を延長することによりすすぎ性能を確保することができる。
【００８１】
　なお、以上の説明では、経年変化に伴うポンプ１３の能力低下を判断する運転回数のし
きい値を具体的に示したが、これは特に本手段を限定するものではない。
【００８２】
【発明の効果】
　以上のように本発明の請求項１に記載の発明によれば、外枠と、前記外枠内に防振支持
した水受け槽と、前記水受け槽内に回転自在に配設した洗濯兼脱水槽と、前記洗濯兼脱水
槽を回転させる駆動手段と、風呂水などを吸水し前記洗濯兼脱水槽内に給水するポンプと
、洗い、すすぎ、脱水の各行程を逐次制御する制御手段とを備え、前記制御手段は、すす
ぎ行程にて、前記ポンプを動作させながら前記駆動手段を動作させ前記洗濯兼脱水槽を回
転させる間欠脱水動作を行うようにし、洗い行程を行うことなくすすぎ行程から運転を開
始して行う前記間欠脱水動作の時間が、洗い行程から運転を開始し前記ポンプを動作させ
て洗い行程を行った後すすぎ行程にて行う前記間欠脱水動作の時間よりも、所定の時間長
くなるように構成したから、洗い行程を設定せず、かつ、すすぎ行程の給水時にポンプに
よる吸水を設定した場合においても、すすぎ行程のポンプによる給水を行いながら間欠脱
水動作を行う時間を洗い行程を行った後行うすすぎ行程の間欠脱水動作の時間を長くする
ことにより、ポンプから風呂までの吸水経路内に水が満たされるまでの時間間欠脱水時間
を延長できるので、十分なすすぎ性能を確保することができる。
【００８３】
　また、請求項２に記載の発明によれば、商用電源の電圧を検知する電圧検知手段を備え
、制御手段は、間欠脱水動作の時間を前記電圧検知手段が検知した電圧に応じて加減する
ように構成したから、商用電源の電圧の違いからポンプの吸水能力が異なる場合において
も、電圧に応じた時間の間欠脱水動作を行うため充分なすすぎ性能を確保することができ
る。
【００８４】
　また、請求項３に記載の発明によれば、洗濯兼脱水槽内の洗濯水の水位を検知する水位
検知手段と、給水行程時に前記水位検知手段が所定水位を検知するまでに要した時間を記
憶する記憶手段とを備え、制御手段は、間欠脱水動作の時間を前記記憶手段に記憶した時
間に応じて加減するように構成したから、ポンプの吸水能力のばらつきに応じた時間の間
欠脱水動作を行うため、充分なすすぎ性能を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施例の洗濯機の断面図
【図２】　同洗濯機のブロック回路図
【図３】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【図４】　本発明の第２の実施例の洗濯機のブロック回路図
【図５】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【図６】　本発明の第３の実施例の洗濯機の要部動作フローチャート
【図７】　本発明の第４の実施例の洗濯機のブロック回路図
【図８】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【図９】　本発明の第５の実施例の洗濯機のブロック回路図
【図１０】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【図１１】　本発明の第６の実施例の洗濯機の要部動作フローチャート
【図１２】　本発明の第７の実施例の洗濯機のブロック回路図
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【図１３】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【図１４】　本発明の第８の実施例の洗濯機のブロック回路図
【図１５】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【図１６】　本発明の第９の実施例の洗濯機の要部動作フローチャート
【図１７】　本発明の第１０の実施例の洗濯機の要部動作フローチャート
【図１８】　本発明の第１１の実施例の洗濯機のブロック回路図
【図１９】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【図２０】　本発明の第１２の実施例の洗濯機のブロック回路図
【図２１】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【図２２】　従来の洗濯機の断面図
【図２３】　同洗濯機のブロック回路図
【図２４】　同洗濯機の要部動作フローチャート
【符号の説明】
　１　洗濯兼脱水槽
　３　水受け槽
　５　モータ（駆動手段）
　１０　外枠
　１３　ポンプ
　２５　制御手段

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】



(16) JP 4134443 B2 2008.8.20
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【図１７】 【図１８】
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【図２１】 【図２２】
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